
●平成29年度当初予算総額　531億2,796万円 ……………………………………Ｐ2～3

●平成29年度一般会計当初予算総額　220億6,700万円 …………………………Ｐ4～5

　市民ひとりあたりの予算額

●５本の柱ごとの主要施策 …………………………………………………………Ｐ6～15

●写真でみる予算 …………………………………………………………………………Ｐ16

「人が輝き 自然と歴史・文化が薫る やさしいまち」を目指して

◎発行／赤穂市役所　〒678-0292 兵庫県赤穂市加里屋81番地　☎ 0791・43・3201（代表）
◎編集／市長公室企画広報課　☎ 0791・43・6873　◎ホームページアドレス http://www.city.ako. lg.jp　◎Ｅメール kouhou@city.ako.ｌg.jp

Ako City 
Public 
Relat ions

Ako City 
Public 
Relat ions

広広 報報

予算特集号予算特集号
平成29年度

2017
Special Number
平成29年4月10日発行



　

進
行
す
る
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境

を
整
備
し
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
に
つ
い
て
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
幼
稚
園
、
保
育
所

保
育
料
の
10

％
軽
減
を
維
持
し

た
上
で
、
第
２
子
か
ら
の
保
育

料
軽
減
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
第
３
子
い
き
い
き
子
育

て
応
援
事
業
や
赤
穂
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
で
の
乳
幼
児
一
時
預

か
り
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
幼
稚
園
で
の
３

歳
児
保
育
の
実
施
に
向
け
、
保

育
内
容
の
調
査
研
究
に
加
え
、

必
要
な
施
設
の
検
討
に
着
手
す

る
な
ど
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
で
の

情
報
教
育
の
推
進
を
は
じ
め
、

海
洋
科
学
館
に
新
た
に
赤
穂

コ
ー
ル
ド
ロ
ン
模
型
を
設
置
し
、

地
域
資
源
の
情
報
発
信
と
と
も

に
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
広
域
に
よ
る
連
携

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
市
内

の
地
域
間
で
お
互
い
に
連
携
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
東
備
西
播
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
や
播
磨

圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
い
て
、
定
住
相
談
会

や
郷
土
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
、

高
校
野
球
親
善
試
合
な
ど
の
事

業
に
よ
り
、
広
域
連
携
を
推
進

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
循
環
バ
ス
「
ゆ

ら
の
す
け
」
や
有
年
地
区
に
お
け

る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
う
ね
・

の
り
愛
号
」
の
運
行
に
よ
り
、
地

域
間
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
穂
市
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
防
災
備
蓄
倉
庫

及
び
防
災
備
蓄
物
資
の
整
備
、

耐
震
性
防
火
水
槽
の
設
置
な
ど
、

防
災
・
消
防
施
設
の
充
実
強
化

を
図
る
ほ
か
、
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
は
、「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
し
、
危
険
空
き
家
の

適
正
管
理
や
空
き
家
の
利
活
用

を
含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

以
上
、
新
年
度
の
市
政
運
営

に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
が
、
次
に
、
市
政
推
進

に
あ
た
っ
て
の
財
政
計
画
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

今
日
の
わ
が
国
の
経
済
は
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て

お
り
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
、

各
種
政
策
の
効
果
に
よ
り
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
な
か
、

景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
海
外
経
済
の

不
確
実
性
や
、
金
融
資
本
市
場

の
変
動
の
影
響
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い

て
は
、「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現

す
る
た
め
の
経
済
対
策
」
を
盛

り
込
ん
だ
補
正
予
算
が
成
立
す

る
と
と
も
に
、
経
済
の
再
生
を

最
優
先
課
題
と
す
る
総
額
約

97

兆
５
千
億
円
の
平
成
29

年
度

一
般
会
計
予
算
が
編
成
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
本
市

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
歳

出
に
お
い
て
大
型
事
業
の
完
了

に
伴
い
投
資
的
経
費
が
減
少
す

る
も
の
の
、
社
会
保
障
関
係
経

費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付

税
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
が

増
収
す
る
一
方
、
地
方
消
費
税

交
付
金
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り

一
般
財
源
収
入
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
金
を
取

り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い

財
政
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
有
地
の
売
却

等
を
は
じ
め
積
極
的
な
歳
入
の

確
保
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
施
策
・

事
業
の
優
先
順
位
に
基
づ
く
選

択
と
集
中
を
行
う
中
で
、
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率

的
な
配
分
を
行
い
、
財
政
の
健

全
性
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
赤
穂
市
総
合
計
画
の

５
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
そ
の
概

要
を
説
明
し
ま
す
。

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
ま
す

安
心
な
く
ら
し
を
守
り
、

地
域
と
地
域
を
連
携
し
ま
す

　

若
年
層
を
中
心
と
し
た
転
出

者
を
減
少
さ
せ
、
定
住
人
口
の

増
加
を
目
指
す
た
め
に
は
、
市

内
で
の
就
業
機
会
を
拡
大
し
、

安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
情
報
提
供
の
充
実
を
図
り
、

女
性
の
再
就
職
を
促
進
す
る
ほ

か
、
新
規
青
年
就
農
者
に
つ
い

て
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め

の
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
や
、

地
場
農
林
水
産
物
の
販
売
・
加

工
の
拠
点
整
備
を
支
援
す
る
農

林
水
産
物
直
売
所
設
置
支
援
事

業
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
就
労
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
赤
穂
産
品
の
高
付

加
価
値
化
を
目
指
し
た
赤
穂
ブ

ラ
ン
ド
推
進
事
業
に
加
え
、
塩

の
国
で
生
産
さ
れ
る
枝
条
架
塩

な
ど
を
使
っ
た
新
製
品
を
開
発

す
る
〝
し
お
〞
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

事
業
や
、
赤
穂
緞
通
に
関
す
る

情
報
発
信
を
行
う
地
場
産
業
育

成
事
業
に
よ
り
、
地
域
産
業
の

競
争
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
を
緩
和
し
、
地

域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
本
市
へ
移
住
・
定
住

を
希
望
す
る
方
々
へ
の
支
援
体

制
の
整
備
に
よ
る
定
住
人
口
の

増
加
と
、
観
光
振
興
な
ど
に
よ

る
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
お
試
し
暮
ら
し
住

宅
事
業
や
移
住
体
験
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
、
赤
穂
を
体
験
し
て

い
た
だ
け
る
定
住
支
援
推
進
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
移
住
・

定
住
促
進
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

付
金
推
進
事
業
に
よ
り
、
地
場

産
品
を
通
じ
て
赤
穂
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
明
ら
か
と
な
っ
た
赤
穂

コ
ー
ル
ド
ロ
ン
を
地
域
資
源
と

し
て
情
報
発
信
す
る
ほ
か
、
あ

こ
う
元
禄
〝
し
お
〞
回
廊
に
よ
る

観
光
ル
ー
ト
の
活
用
や
観
光
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
本
市
の
観

光
資
源
の
有
効
活
用
と
Ｐ
Ｒ
を

推
進
し
ま
す
。

安
定
し
た
雇
用
を

創
出
し
ま
す

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
り
ま
す

●各会計別予算額

会　計　区　分 平成29年度当初予算額 平成28年度当初予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 220億6,700万円 227億9,500万円 △ 3.2 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業 64億8,900万円 65億8,800万円 △ 1.5 

職員退職手当管理 5億140万円 6億4,390万円 △ 22.1 

公共下水道事業 38億1,870万円 36億3,180万円 5.1 

農業集落排水事業 2億9,290万円 2億9,670万円 △ 1.3 

墓地公園整備事業 1,080万円 1,200万円 △ 10.0 

介 護 保 険 44億7,260万円 41億5,500万円 7.6 

駐 車 場 事 業 1億3,840万円 1億2,340万円 12.2 

後期高齢者医療保険 7億70万円 6億8,740万円 1.9 

小 計 164億2,450万円 161億3,820万円 1.8 

企

業

会

計

病 院 事 業 123億3,732万円 153億8,242万円 △ 19.8 

介護老人保健施設事業 3億7,317万円 3億9,851万円 △ 6.4 

水 道 事 業 19億2,597万円 21億1,654万円 △ 9.0 

小 計 146億3,646万円 178億9,747万円 △ 18.2 

合　　　　計 531億2,796万円 568億3,067万円 △ 6.5 

531億2,796万円

平成29年度当初予算額

「
人
が
輝
き 
自
然
と
歴
史
・
文
化
が

薫
る 
や
さ
し
い
ま
ち
」を
目
指
し
て

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら

２
年
余
り
が
経
過
し
、
４
年
と

い
う
市
長
任
期
の
折
り
返
し
点

を
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
議

員
各
位
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
人
た
ち

が
築
き
あ
げ
て
き
た
こ
の
赤
穂

を
、
さ
ら
に
元
気
で
魅
力
的
な

ま
ち
と
し
て
未
来
へ
つ
な
げ
る

た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
き
ま

し
た
。

　

特
に
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、「
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
社
会
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
に
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
行
政
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
対
話
を
通
じ
て
開

か
れ
た
市
政
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
各
地
区
に
お
い
て
ま

ち
づ
く
り
市
長
懇
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
本
位
の
市
政

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
厚
生
労
働
省
が
実
施

す
る
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推

計
に
お
い
て
、
平
成
28

年
の
わ

が
国
の
出
生
数
が
過
去
最
少
の

98

万
１
千
人
と
な
り
、
初
め
て

１
０
０
万
人
を
割
り
込
み
ま
し

た
。
政
府
は
、
急
速
な
少
子
化

の
進
行
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る

た
め
、
種
々
の
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
即
効
性
は
見
込
め

ず
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
人
口
が

増
え
続
け
た
時
代
か
ら
の
発
想

の
転
換
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
人
口
が
減
少
す

る
中
で
も
、
活
力
を
保
ち
、
将

来
へ
の
希
望
が
持
て
る
地
域
づ

く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
ふ
る
さ
と
赤
穂
へ
の
思
い

を
胸
に
、
新
た
な
発
想
で
、
知

恵
と
力
を
集
め
、
着
実
に
、
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
今
後
の
市
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、「
信
念
と
情
熱
」「
誠

実
と
信
頼
」「
創
造
と
改
革
」
を
信

条
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
と
交
流
に
よ
る
市
民
本
位
の

市
政
を
推
進
し
な
が
ら
、
総
合

計
画
の
都
市
像
で
あ
る「
人
が
輝

き
自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る

や
さ
し
い
ま
ち
」の
実
現
に
向
け

て
、「
赤
穂
市
総
合
戦
略
」に
掲
げ

る
、
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
に
基

づ
き
、
未
来
へ
の
投
資
が
着
実

に
根
付
く
よ
う
、
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平成29年第１回赤穂
市議会定例会におい
て、新年度予算案を
はじめとする諸議案
が成立しました。２
月17日に明石市長が
表明した施政方針に
沿って、主要な施策
の大要と予算のあら
ましについてお知ら
せします。

2予算特集号  2017 年 4 月3 2017年４月  予算特集号



民生費

64億5,094万円

（29.2％）

公債費

29億1,883万円

（13.2%）

土木費

38億7,891万円

（17.6%）

衛生費

20億414万円

（9.1%）

教育費

　23億7,447万円

（10.8%）

総務費

18億4,752万円

　　（8.4%）

商工費
6億214万円（2.7%）

消防費
11億2,803万円（5.1%）

農林水産業費
 5億9,179万円（2.7%）

議会費 2億262万円 （0.9%）

労働費 4,761万円 （0.2%）

予備費 2,000万円 （0.1%）

歳出総額

220億

6,700万円

人件費

（報酬・給料・手当等）

39億4,933万円

（17.9%）
公債費

（借入金の償還金）

29億1,877万円

（13.2%）

投資的経費
（道路･学校･公園などの
　建設事業に要する経費）
　45億1,900万円
　　　（20.5%）

物件費（事務に

必要な消費的経費）

27億8,795万円（12.6%）

扶助費

（社会保障制度に

基づき支出する経費）

35億5,836万円（16.1%）

繰出金

　18億7,161万円（8.5%）

投資・出資・貸付金
8億6,475万円（3.9%）

補助費等（各種団体・個人に
支出する補助金など）

  13億4,953万円（6.1％）

維持補修費

1億9,211万円（0.9%）

積立金
3,559万円（0.2%）

予備費
2,000万円（0.1%）

歳出総額

220億

6,700万円

市税

83億6,200万円

（37.9%）

諸収入

9億7,516万円（4.4%）

繰入金

8億2,270万円 （3.7%）

市債

29億8,570万円 

（13.5%）

地方交付税

32億9,000万円 

（14.9%）

県支出金

 11億4,246万円（5.2%）

国庫支出金

27億5,306万円 

（12.5%）

地方消費税交付金

7億8,000万円（3.5%）

地方譲与税…………………1億6,000万円 （0.7%）

自動車取得税交付金………… 5,000万円 （0.2%）

配当割交付金 …………………  4,800万円 （0.2%）

地方特例交付金 ………………  3,200万円 （0.2%）

株式等譲渡所得割交付金……   2,500万円 （0.1%）

ゴルフ場利用税交付金……… 1,700万円 （0.1%）

交通安全対策特別交付金…… 1,000万円 （0.1%）

利子割交付金…………………     600万円 （0.0%）

自 主

財 源

48.8％

依 存

財 源

51.2％

分担金及び負担金

1億6,801万円（0.8%）

財産収入

1億218万円（0.5%）

寄付金

2,300万円（0.1%）

使用料及び手数料

3億1,473万円（1.4%）

歳出面では、地方創生への取り組みを総合的に推進するため、赤穂市総合戦略に掲げる各種施策・事業などに重点的に取

り組み、未来への投資が着実に根付くよう限られた財源の重点的・効率的な配分により、後年度を見据えた財政健全性の

確保に努めるとともに、総合計画に掲げる『人が輝き　自然と歴史・文化が薫る　やさしいまち』の実現に向けて、地域

活力の回復を図り、誰もが希望と誇りを持って住み続けたいと思えるまちづくりを推し進めるための予算編成としました。

歳入面では、地方交付税や臨時財政対策債の増収が見込まれるものの、市税の伸びは横ばいで、
地方消費税交付金の大幅な減収により、地方創生への取り組みや社会保障関係経費の増加等に見
合う一般財源の伸びが見込めないため、引き続き厳しい財政状況であり、財政調整基金や健康管
理施設整備基金などの基金から７億 3,300 万円を繰り入れることにより財源を確保しました。

歳入総額　220億6,700万円

自主財源

市税など市が自主的に
収入できる財源

依存財源

地方交付税や市債など
自主財源以外の財源

平成29年度  一般会計予算 220億6,700万円

目的別内訳

各行政目的別、つまり各部課ご
との仕事の内容によって分類さ
れ、これにより各部課ごとの経
費の比重を知ることができます。

性質別内訳

経済的性質を基準として分類さ
れ、これにより経費の構造や財
政体質を知ることができます。

一般会計 450,457円

民　生　費

131,684円

土　木　費

59,582円

総　務　費

40,911円

公　債　費

79,181円

教　育　費

48,470円

衛　生　費

37,714円

特別会計･企業会計（抜粋） 634,053円

国民健康保険

132,461円

介護保険

91,300円

後期高齢者医療

14,304円

公共下水道

77,952円

病院事業

251,844円

水道事業

39,315円

消　防　費

23,027円

商　工　費

12,292円

農林水産業費

12,080円

その他

5,516円

市民ひとりあたりの予算額

1,084,510円

（平成29年２月末現在の人口48,988人で計算したものです）

300億

250億

200億

150億

100億

50億

0
28年度25年度 26年度 27年度

一般会計 市税

214億
5,000

万円

84億
200
万円

256億
5,000

万円

83億
3,200

万円

29年度

227億
9,500

万円

83億
7,000

万円

220億
6,700

万円

83億
6,200

万円

229億
3,000

万円

84億
9,900

万円

入湯税 2,870万円（ 0.3%）
軽自動車税 1億2,150万円（ 1.5%）

市たばこ税 3億5,070万円（ 4.2％）

都市計画税 6億370万円（ 7.2％）

市民税 27億7,530万円（33.2％）

固定資産税 44億8,210万円（53.6％）

■入湯税

　鉱泉浴場における入湯にかかる税

■軽自動車税

　軽自動車等の所有者にかかる税

■都市計画税

　市街化区域内の土地・家屋にかかる税

■市民税

　個人及び法人にかかる税

■固定資産税

　土地・家屋・償却資産にかかる税

市税の内訳  総額83億6,200万円 年度別当初予算額と市税の推移

歳出 〉〉〉〉 歳入 〉〉〉〉
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題
を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
・

啓
発
活
動
の
指
針
と
す
る
た

め
、
赤
穂
市
人
権
教
育
・
啓
発

基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
す
べ
て
の
人
の

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
体
制
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
「
赤
穂
市
健
康
増
進
計

画
」
を
見
直
し
、
今
後
の
地
域

保
健
の
方
向
性
を
定
め
る
と
と

も
に
、
健
康
へ
の
意
識
啓
発
を

図
り
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
予

防
を
目
的
と
す
る
特
定
健
康
診

査
や
、
胃
が
ん
を
は
じ
め
各
種

の
が
ん
検
診
を
行
う
ほ
か
、
必

要
な
方
に
は
積
極
的
支
援
・
動

機
づ
け
支
援
な
ど
の
保
健
指
導

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

女
性
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
特
定
年
齢
層
へ
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
に
加
え
、

未
利
用
者
へ
の
受
診
勧
奨
を
行

う
な
ど
、
引
き
続
き
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
育

児
健
康
支
援
事
業
と
し
て
、
医

師
に
よ
る
「
こ
ど
も
発
達
相
談
」

を
新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、
市

民
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
と
し

て
、
新
た
に
「
健
康
に
こ
に
こ

講
座
」
な
ど
、
高
齢
者
を
は
じ

め
成
人
や
母
子
も
対
象
と
し
た

健
康
講
座
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
12

月
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
開
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

中
、
急
性
期
病
棟
か
ら
在
宅
や

施
設
へ
の
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
う
ほ
か
、
分
野
を
問
わ
ず

医
療
・
健
康
問
題
に
心
と
身
体

の
両
面
か
ら
診
療
を
行
う
家
庭

医
に
よ
る
総
合
診
療
科
を
設
置

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
二
期
基
本
構
想
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
新
棟

の
増
築
工
事
を
進
め
、
８
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
と
と
も

に
、
集
中
治
療
室
の
増
床
な
ど

本
館
の
改
修
工
事
に
着
手
す
る

ほ
か
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ
Ｔ
や
血
管

造
影
装
置
な
ど
最
新
医
療
機
器

の
導
入
を
図
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
、
診
療
科
に
よ

る
医
師
の
偏
在
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

診
療
体
制
の
一
層
の
充
実
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い

て
は
、
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
ケ
ア
の
充
実
に
よ

り
、
在
宅
復
帰
を
支
援
す
る
施

設
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

台
風
・
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
や
大
規
模
火
災
を
は
じ
め
、

高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全
対

策
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
複

雑
化
す
る
消
費
者
問
題
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
・
安

心
に
対
す
る
市
民
の
関
心
は
一

段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
更
な
る
防
災
行

動
力
の
向
上
を
目
指
し
、
地
域

の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
た
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
防
災
総
合
訓

練
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
訓
練

を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
大
規

模
災
害
時
に
も
行
政
機
能
を
維

持
し
、
一
定
の
業
務
を
的
確
に

行
え
る
よ
う
、「
業
務
継
続
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
機
能

を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き

小
学
校
に
防
災
備
蓄
倉
庫
や
井

戸
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
、

簡
易
耐
震
診
断
や
戸
建
住
宅
の

建
替
え
、
防
災
ベ
ッ
ド
の
購
入

助
成
に
加
え
、
簡
易
耐
震
改
修

や
屋
根
軽
量
化
工
事
な
ど
へ
の

補
助
を
拡
充
し
、
住
宅
の
耐
震

化
を
推
進
し
ま
す
。

　

消
防
体
制
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能

を
併
せ
持
つ
消
防
庁
舎
の
設
備

改
修
や
耐
震
性
防
火
水
槽
の
整

備
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
非
常
備

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
第
１

分
団
詰
所
の
改
修
工
事
、
第
６

分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
及
び
第
14

分
団
詰
所
の
移
転

改
築
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行

う
こ
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

団
員
の
活
動
環
境
の
整
備
と
安

全
確
保
に
必
要
な
装
備
品
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
高
齢
運
転
者
の
事
故

防
止
を
図
る
た
め
、
運
転
経
歴

証
明
書
の
申
請
費
用
相
当
額
の

助
成
に
よ
り
、
運
転
免
許
の
自

主
返
納
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
危
険
箇
所
や
通
学
路
を
中

心
に
、
防
護
柵
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
る
公
共
灯
の
設

置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た

め
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

消
費
者
対
策
と
し
て
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
消
費
生
活

相
談
員
を
増
員
配
置
し
、
相
談

や
啓
発
の
充
実
に
努
め
る
ほ

か
、
消
費
者
協
会
と
連
携
し
、

啓
発
講
演
会
の
開
催
な
ど
消
費

生
活
向
上
に
向
け
た
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
、
す
べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
赤
穂
市
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
で
相
互

に
助
け
合
う
地
域
福
祉
活
動
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

に
備
え
て
避
難
行
動
要
支
援
者

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
ほ
か
、

施
設
整
備
と
し
て
、
引
き
続
き

市
道
の
段
差
解
消
や
赤
穂
城
跡

公
園
内
の
園
路
改
修
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
赤

穂
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
よ
う
、
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
世
代
が
育

児
に
関
す
る
情
報
を
容
易
に
入

手
で
き
る
よ
う
子
育
て
支
援
情

報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う「
赤
穂
西
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
」の
新
設
を
は
じ
め
、

既
設
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開

設
時
間
延
長
を
検
討
す
る
ほ

か
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り

事
業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
か
か
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

第
３
子
い
き
い
き
子
育
て
応
援

事
業
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
及

び
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の

購
入
費
助
成
を
継
続
実
施
す
る

ほ
か
、
保
育
所
や
幼
稚
園
等
の

保
育
料
に
つ
い
て
は
国
の
基
準

よ
り
低
い
金
額
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
第
２
子
か
ら
の
保
育

料
を
軽
減
し
ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
策
と

し
て
は
、
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
や
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
の
合
格
支
援
を
実
施
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
就
業
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
取
り
巻
く

環
境
を
的
確
に
把
握
し
施
策
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、「
赤
穂
市
障

が
い
者
福
祉
長
期
計
画
」
を
見

直
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
介

護
給
付
や
訓
練
等
給
付
な
ど
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
生

活
支
援
事
業
と
し
て
意
思
疎
通

支
援
、
理
解
促
進
の
た
め
の
研

修
・
啓
発
、
相
談
支
援
や
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業

補
助
な
ど
を
継
続
実
施
す
る
ほ

か
、
新
た
に
総
合
的
・
専
門
的

な
相
談
窓
口
と
な
る
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
自
立
支
援
を

図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
健
康
な
生
活
を
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
を
推

進
す
る
ほ
か
、
認
知
症
総
合
支

援
事
業
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、

疾
病
構
造
の
変
化
や
医
療
技
術

の
高
度
化
等
に
よ
り
、
医
療
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
中
、

特
定
健
康
診
査
事
業
等
の
実
施

に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
対

策
を
行
う
な
ど
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
は
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
等
の
実

態
に
対
応
し
た
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
保

険
料
の
徴
収
、
各
種
申
請
の
受

付
等
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
窓
口

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て

は
、
新
た
に
生
活
困
窮
者
食
料

等
支
援
事
業
を
実
施
し
、
緊
急

か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
た
世
帯
に
食
料
を

提
供
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

人
権
文
化
の
創
造
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
問

安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

第

１
の
柱

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし

5本の柱ごとの主要施策
「人が輝き 自然と歴史・文化が薫るやさしいまち」を実現するための市政の５つ

の柱、「安全・安心に生活できるまち」「自然と共生する住みよいまち」「産業と交流

が盛んな活力あるまち」「生涯にわたり夢を育むまち」「市民と行政がともに歩むま

ち」に沿って順次ご紹介します。
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私
た
ち
は
、
赤
穂
の
誇
る
豊

か
な
自
然
環
境
や
良
好
な
生
活

環
境
を
次
代
に
継
承
す
る
た

め
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
大
気
や
水
質
等
に
関
す
る

環
境
調
査
の
充
実
を
図
り
、
積

極
的
に
情
報
提
供
や
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
の
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
、

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
公
共
下
水

道
整
備
と
し
て
、
有
年
地
区
等

に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
地
内

の
管
渠
整
備
や
下
水
管
理
セ
ン

タ
ー
の
機
器
更
新
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
整
備
と
し
て
、
汚
水
管
渠

整
備
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
用
や
自
治
会
管
理

外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
費
用
の
一
部
助

成
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
に

お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
自

然
環
境
等
と
の
調
和
を
引
き
続

き
求
め
て
い
く
な
ど
、
低
炭
素

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

　

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ

い
て
は
、
資
源
ご
み
回
収
団
体

へ
の
助
成
や
生
ご
み
処
理
機
等

の
購
入
助
成
を
引
き
続
き
行
う

な
ど
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
に

努
め
ま
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
整
備
に
よ
り
長
寿

命
化
を
図
る
ほ
か
、
ご
み
の
広

域
処
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

相
生
市
と
連
携
し
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

自
然
と

共
生
す
る

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

第

２
の
柱

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
の
形
成

安全・安心に生活できるまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

おもいやりに満ちた福祉社会を築く

①みんなで支え合う地域福祉を進める

・地域総合援護システム推進事業 ……165万円

・民間福祉活動活発化促進事業 ……374万円

・福祉のまちづくり推進事業 ……1,200万円

★避難行動要支援者台帳整備事業 ……670万円

　 ▽住基と連動した要支援者名簿システムの整備

②子育てしやすい環境をつくる

・子育て支援事業 ……8,934万円

　  ▽ファミリーサポートセンター事業（180

万円） ▽アフタースクール子ども育成事

業(4,126万円） ★アフタースクール整備事

業（移転新設（赤穂西小）ほか640万円） ▽

要保護児童対策地域協議会推進事業（38万

円） ▽出産費助成事業（1,750万円） ▽乳

幼児一時預かり事業（439万円） ▽幼児2人

同乗用自転車購入助成事業（180万円） ★

子育て支援情報システム事業（予防接種ス

ケジュール等の情報提供245万円） ▽第3

子いきいき子育て応援事業（671万円） ▽

チャイルドシート購入費助成事業（150万

円） ★こども食堂運営補助事業（開設、運

営団体への補助30万円） ▽中学生第3子手

当支給事業（365万円） ▽子育て家庭ショ

ートステイ事業（20万円） ▽絵本文庫整備

事業（12万円） ▽キンダースクール子ども

育成事業（80万円） ▽保育所子育て支援機

能充実事業（9万円）

・母親クラブ補助金 ……105万円

・母子家庭等就業支援事業 ……530万円

・保育所運営費（事業経費） ……4,206万円

・保育士確保対策事業 ……14万円

★保育料軽減事業 ……373万円

・出会いの広場事業 ……18万円

・児童遊園地整備事業 ……300万円

・子育てバリアフリー化事業 ……90万円

・児童館整備事業 ……300万円

・保育所整備事業 ……492万円

③障がい者が自立しやすい環境をつくる

★障がい福祉計画等策定事業 ……350万円

・自立支援給付 ……9億5,830万円

　  ▽介護給付等支給事業（9億2,200万円） ▽

障害者（児）補装具給付事業（1,400万円） ▽

自立支援医療費支給事業（2,230万円）

・障害者（児）福祉推進事業 ……1,715万円

　  ▽経済援護事業（1,456万円） ▽日常生活

援護事業等（258万円）

・障害者地域生活支援事業 ……6,975万円

　  ★基幹相談支援センター等機能強化事

業、意思疎通支援事業、日常生活用具給

付等事業、地域活動支援センター、手話

奉仕員養成研修事業ほか

・心身障害児療育事業 ……550万円

　  ▽あしたば園事業（373万円） ▽西播磨療

育事業負担金（177万円）

・障害者総合支援法施行事務費 ……155万円

・障害福祉サービス事業所整備事業 ……620万円

④高齢者が安心して暮らせる環境をつくる

・高齢者福祉対策事業 ……2,786万円

　  ▽老人クラブ事業補助外（411万円） ▽敬

老祝金等支給（631万円） ▽高齢者住宅改

造助成（701万円） ▽ねたきり老人等寝具

貸与事業（25万円） ▽ひとり暮らし老人

等火災警報器購入助成（8万円） ▽敬老長

寿ふれあい事業（1,011万円）

・介護支援事業 ……1,023万円

　  ▽ヘルプサービス充実事業（295万円） ▽生き

がいデイサービス事業（460万円） ▽介護サー

ビス利用者負担軽減措置事業外（268万円）

・在宅介護支援センター運営委託事業 ……560万円

・高齢者を見守る支えるネットワーク推進事業 ……136万円

・介護老人保健施設事業 ……3億1,600万円

・介護保険事業

　保険給付サービス ……41億9,550万円

　  ▽介護サービス等（37億7,310万円） ▽介

護予防サービス等（1億4,400万円） ▽高額

介護サービス（1億1,100万円） ▽特定入所

者介護サービス等（1億6,740万円）

　地域支援事業 ……1億6,410万円

　  ▽介護予防・生活支援サービス事業（7,759

万円） ▽一般介護予防事業（546万円） ▽

包括的支援事業（4,840万円） ▽任意事業

（2,124万円） ▽在宅医療・介護連携推進事

業（238万円） ★生活支援体制整備事業（789

万円） ▽認知症総合支援事業（114万円）

　サービス事業 ……609万円

⑤社会保障制度を適切に運営する

・被保護者就労支援事業 ……278万円

・生活困窮者自立支援事業 ……415万円

・生活困窮者支援事業 ……32万円

・福祉医療費等助成制度の充実 ……4億767万円

　  ▽母子家庭等医療費（2,107万円） ▽乳幼

児等医療費（2億1,799万円） ▽ 高校生等

医療費（301万円） ▽老人医療費（1,719万

円） ▽重度障害者医療費（6,448万円） ▽

高齢重度障害者医療費（7,768万円） ▽小

児特定疾患等医療費（204万円） ▽未熟児

養育医療費（421万円）

・他公費負担医療費助成事業 ……81万円

⑥お互いが尊重し合えるまちをつくる

★人権教育・啓発基本計画策定経費 ……31万円

・人権啓発事業 ……141万円

・隣保館整備事業 ……65万円

保健・医療サービスを充実する

①生涯にわたる健康づくりを進める

★健康増進計画策定事業 ……406万円

・健康づくりの推進 ……615万円

　  健康相談事業、健康管理支援事業、健康

情報提供事業★健康にこにこ講座事業、

★楽らく健康教室事業

・予防接種費助成事業 ……770万円

・新型インフルエンザ感染防止対策事業 [ 再掲80万円 ]

・母子保健対策の推進 ……831万円

　  ▽子育て応援隊活動事業（110万円） ▽育

児健康支援事業（168万円） ▽母子訪問指

導（42万円） ▽幼児健診（416万円） ▽む

し歯予防対策事業（95万円）

・健康増進事業 ……9,693万円

　  ▽ 特定保健指導（情報提供、動機づけ支

援、積極的支援に区分して指導662万

円） ▽健康診査（生活習慣病健診、女性の

がん検診ほか8,930万円） ▽歯科健診（歯

周病健診101万円）

・健康診査費等助成事業 ……3,347万円

　  ▽妊婦健康診査費（2,415万円） ▽妊婦歯

科健康診査費（53万円） ▽産婦健康診査

費（70万円） ▽新生児聴覚検査費（107万

円） ▽乳児健康診査費（205万円） ▽特定

不妊治療費ほか（497万円）

・健康管理システム運用経費 ……584万円

・あこう食育推進事業 ……65万円

★赤穂すこやかセンター整備事業 ……100万円

　 ▽案内標識整備

・国民健康保険税

　  ▽一般会計からの繰入れにより、税率等

は据え置き

②安心できる地域医療体制をつくる

・休日急患診療委託料 ……378万円

・西播磨病院群輪番制運営委託事業 ……2,015万円

・姫路救命救急センター運営費補助金 ……31万円

・市民病院整備事業 ……12億9,328万円

　  ▽第二期基本構想の推進　改築工事ほか

（10億2,198万円） ▽施設整備・医療機器

整備ほか（2億7,130万円）

生活の安全・安心を確保する

①災害に強いまちをつくる

・大規模災害対策用消防資材整備事業 ……470万円

・西播磨広域防災備蓄物資整備事業 ……100万円

・救援物資対策経費 ……50万円

・コミュニティ防災訓練経費 ……48万円

・防災総合訓練経費 ……100万円

・防災意識普及啓発事業 ……16万円

・被災者支援システム運営経費 ……23万円

・ひょうご防災ネットシステム運営経費 ……145万円

・気象観測システム運営経費 ……91万円

・耐震改修促進事業 ……1,279万円

・新型インフルエンザ感染防止対策事業 ……80万円

★業務継続計画策定事業 ……402万円

　  ▽非常時優先業務の選定、必要資源の分

析・検討ほか

・避難行動要支援者台帳整備事業 [ 再掲670万円 ]

・河川改修事業 ……1,500万円

・  基幹水利施設ストックマネジメント事業

[ 再掲1,500万円 ]

・農村地域防災減災事業 ……[ 再掲1,129万円 ]

・老朽ため池整備事業 ……[ 再掲190万円 ]

・治山事業 ……735万円

・里山防災林整備事業 ……205万円

・津波・高潮危機管理対策事業 ……4,000万円

★急傾斜地崩壊対策事業 ……2,005万円

　 ▽有年横尾地区、目坂地区ほか

・防災備蓄倉庫整備事業 ……2,300万円

・避難所等防災施設整備事業 ……222万円

・耐震対策補強事業 ……[ 再掲1,000万円 ]

②消防・救急救助体制を充実する

・消防団員安全装備品整備事業 ……170万円

・救急業務高度化推進事業 ……630万円

・ＡＥＤ整備事業 ……292万円

・高度救命資器材整備事業 ……187万円

・救助用装備整備事業 ……195万円

・消防施設整備事業 ……9,985万円

　  ★消防庁舎整備事業（空調改修工事） ▽消

防ポンプ自動車（第6分団） ▽耐震性防火

水槽整備事業（加里屋地区　若水公園） ▽

消防団詰所整備（第14分団詰所実施設計

外） ▽消火栓設置、小型動力ポンプ整備事

業（尾崎地区） ★消防無線整備事業（33基）

③交通安全・防犯意識を高める

・自主防犯活動推進事業 ……39万円

・暴力団対策事業補助金 ……98万円

・地域サポート安全対策事業 ……149万円

★交通安全対策推進費 ……52万円

　 ▽高齢者の運転免許証返納の啓発ほか

・交通安全施設等整備事業 ……965万円

・公共灯整備事業 ……330万円

④消費生活の安全を守る

・消費者行政活性化事業 ……528万円

・リサイクル運動推進事業 ……[ 再掲48万円］

自然と共生する住みよいまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

自然と共生するまちをつくる

①豊かな自然環境を保全する

・環境保全型農業支援事業 ……[ 再掲64万円 ]

・山地緑化事業 ……710万円

　  ▽ 遊歩道保育事業（200万円） ▽ 遊歩

道整備事業（330万円）▽森林造成事業

（180万円）

・赤穂ふれあいの森整備事業 ……260万円

・環境林整備事業 ……200万円

②さわやかな生活環境を保全する

・環境基本計画推進事業 ……176万円

・公共下水道事業 ……10億5,510万円

　  ▽汚水管渠整備ほか（野中・砂子土地

区画整理地区ほか） ▽雨水渠整備ほか

（浜市土地区画整理地区） ▽設備更新

ほか（赤穂下水管理センター脱水機更

新工事ほか）

・特定環境保全公共下水道事業 ……430万円

・農業集落排水事業 ……5,880万円

　  ▽維持管理（処理場8箇所、中継ポンプ

場30箇所） ▽施設整備（有年楢原・東

有年地区機能診断）

平成29年度末水洗化率見込み98.7％

③地球環境にやさしいまちをつくる

・住宅用太陽エネルギー利用機器設置補助事業

 ……720万円

・資源ごみ集団回収奨励事業 ……720万円

・ごみ減量・資源化推進事業 ……86万円

・資源ごみ持ち去り防止対策事業 ……62万円

★ごみ処理広域化事業 ……222万円

　 ▽広域化計画の検討

・リサイクル運動推進事業（消費者協会補助）

 ……48万円

・公共灯整備事業 ……[ 再掲280万円 ]

・不燃物最終処分場整備事業

 ……3,150万円

魅力ある都市空間を形成する

①快適な住環境をつくる

・公営住宅環境整備事業 ……8,064万円

・密集住宅市街地整備促進事業

 ……[ 再掲1億2,570万円 ]

・地域住宅等整備事業 ……[ 再掲1,060万円 ]

・空き家等対策事業 ……1,320万円

　 ▽危険空き家除却費補助ほか

　  ★空家等対策計画策定経費（計画策定

に係る協議会の設置）

・上水道の整備 ……7億8,857万円

　  ▽原水施設（北野中浄水場第1系沈澱池

耐震補強ほか工事ほか）

　  ▽配水施設（山手町配水管改良工事ほか）

②水とみどり豊かな都市環境をつくる

・赤穂城跡公園整備事業 ……4,080万円

・野中・砂子公園整備事業 ……1億9,090万円

・都市公園整備事業 ……4,040万円

・都市公園安全・安心対策事業

 ……2,500万円

・城南緑地施設整備事業 ……252万円

③自然・歴史・文化と調和した景観をつくる

・快適環境推進事業 ……30万円

・坂越景観形成地区施設改修事業

 ……200万円

質の高い都市機能を整備する

①土地の利活用を適正に進める

・都市計画デジタル図管理事業 ……207万円

・都市計画基礎調査事業 ……100万円

・土地利用計画変更事業 ……40万円

・まちづくり支援事業 ……40万円

・地籍調査事業 ……1,123万円

②良好な市街地の整備を進める

・土地区画整理事業 ……5億7,693万円

　  ▽有年地区（区画道路築造工事ほか3億

1,540万円） ▽野中 ･ 砂子地区（組合補

助金2億1,153万円） ▽浜市地区（市助

成金5,000万円）

・坂越駅周辺地区都市再生整備事業

 ……1億1,160万円

・有年駅周辺地区都市再生整備事業

 ……4億6,420万円

・密集住宅市街地整備促進事業

 ……1億2,570万円

　 ▽尾崎地区（物件補償ほか）

・地域住宅等整備事業 ……1,060万円

　 ▽塩屋地区（用地取得ほか）

平成29年度末見込み（生活排水対策事
業すべてを含む）
併用面積　1,583.0ha 人口普及率　99.6％

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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も
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
観
光
情
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
多
様
な
方
法
に
よ
る
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
穂
の
魅
力
を
発
信

す
る
赤
穂
か
き
ま
つ
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
引
き
続
き

支
援
を
行
い
、
観
光
客
の
誘
致

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
忠
臣
蔵
」
を
題
材

と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
忠
臣
蔵
サ

ミ
ッ
ト
加
盟
自
治
体
と
協
力
し
、

引
き
続
き
署
名
運
動
や
要
望
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

就
労
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保

事
業
へ
の
助
成
な
ど
を
行
い
、

勤
労
者
福
祉
の
増
進
に
努
め

ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
尾
崎
地
区
及
び
塩
屋

地
区
に
お
い
て
、
防
災
性
と
住

環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
環
境
整
備
と
し

て
は
、
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、塩
屋
団
地
の
施
設

整
備
工
事
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
等
に
関
す
る
対

策
の
基
本
と
な
る
「
空
き
家
等

対
策
計
画
」
を
新
た
に
策
定
す

る
ほ
か
、
危
険
空
き
家
除
却
へ

の
費
用
補
助
な
ど
に
よ
り
、
快

適
な
住
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
赤

穂
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

管
路
の
改
良
や
配
水
設
備
の
更

新
、
北
野
中
浄
水
場
沈
殿
池

等
の
耐
震
補
強
な
ど
に
取
り
組

み
、
引
き
続
き
安
全
で
良
質
な

水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
赤
穂
城
跡
公
園
に
お
け
る

二
之
丸
庭
園
の
木
橋
整
備
や
、

野
中
・
砂
子
公
園
の
整
備
の
ほ

か
、
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具

や
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
有
年
地
区
、
野
中
・
砂

子
地
区
及
び
浜
市
地
区
に
お
い

て
、
区
画
道
路
築
造
工
事
な
ど

事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
再
生
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
坂
越
駅
及

び
Ｊ
Ｒ
有
年
駅
周
辺
に
お
い

て
、
道
路
整
備
と
あ
わ
せ
駅
周

辺
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　　

地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

場
を
確
保
す
る
た
め
、
緑
地
面

積
率
等
の
緩
和
制
度
を
活
用
し

た
市
内
企
業
の
設
備
投
資
の
促

進
や
企
業
の
本
社
機
能
立
地
支

援
の
ほ
か
、
工
場
立
地
促
進
条

例
に
基
づ
く
立
地
企
業
へ
の
支

援
の
継
続
な
ど
に
よ
り
、
企
業

誘
致
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
規
学
卒
者
雇
用
奨
励
金
交
付

事
業
に
よ
り
雇
用
促
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る

な
ど
、
市
内
産
業
の
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

街
地
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
を

継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
商

工
会
議
所
等
と
連
携
し
て
、
赤

穂
産
の
牡
蠣
を
使
っ
た
料
理
の

情
報
発
信
事
業
や
赤
穂
グ
ル
メ

食
べ
歩
き
ラ
リ
ー
事
業
な
ど
へ

の
助
成
を
行
い
、
商
業
の
活
性

化
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

地
場
産
品
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
稲
作
体
験
農
園
の
設
置
や

地
場
産
品
の
販
売
加
工
施
設
に

対
す
る
支
援
な
ど
に
よ
り
、
地

産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
赤
穂
緞
通
を
伝
承
す
る

活
動
の
支
援
や
、
塩
を
活
用
し

た
赤
穂
素
・
流
・
人
（
ソ
ル
ト
）

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
に

も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

地
利
用
の
最
適
化
を
促
進
し
な

が
ら
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業

者
等
の
担
い
手
確
保
に
努
め
る

な
ど
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
地
域
農
業
の
活
性
化
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
経
営
所
得

安
定
対
策
の
円
滑
な
実
施
に
も

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
地
や

用
水
路
な
ど
の
農
業
基
盤
の
維

持
管
理
や
農
村
環
境
の
保
全
活

動
に
つ
い
て
は
、
農
地
・
水
保

全
管
理
事
業
に
よ
り
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
は
、
猟
友
会
と
の
連
携
に

よ
る
鹿
や
猪
な
ど
の
野
生
動
物

の
捕
獲
駆
除
の
ほ
か
、
鳥
獣
被

害
防
護
柵
設
置
費
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
防
災

減
災
対
策
と
し
て
た
め
池
な
ど

の
総
合
整
備
を
は
じ
め
、
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
木
津

頭
首
工
や
赤
穂
用
水
な
ど
の
基

幹
水
利
施
設
を
整
備
す
る
ほ

か
、
樋
門
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
林

野
火
災
で
失
っ
た
森
林
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
補
植
の
ほ
か
、

遊
歩
道
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

漁
業
振
興
安
定
対
策
と
し

て
、
漁
業
共
済
掛
金
助
成
の
ほ

か
、
漁
港
の
適
正
管
理
に
努
め

ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
赤

穂
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
観
光
協
会
や
Ｊ

Ｒ
、
関
係
団
体
、
近
隣
市
町
と

魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成

質
の
高
い
都
市
機
能
の
整
備

産
業
と

交
流
が

盛
ん
な

活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

第

３
の
柱

活
力
あ
る
産
業
の
形
成

産業と交流が盛んな活力のあるまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

活力ある産業を形成する

①地域産業を振興する

・産業活性化支援事業 ……1,975万円

　 ▽住宅リフォーム助成　150件

・新規学卒者雇用奨励金交付事業

 ……603万円

　  ▽新規学卒者の正規雇用1人あたり12

万円を支給

・企業誘致促進事業 ……101万円

・工場立地促進奨励金交付事業

 ……2,652万円

　  ▽雇用・工場設置奨励金、オフィス等

賃料補助

②商業の振興を図る

・商店街振興対策事業 ……119万円

・中心市街地にぎわいづくり事業 ……645万円

　  ▽加里屋さんもく楽市事業ほか補助

　  ▽赤穂情報物産館開設事業補助

　 ▽市街地にぎわいづくり助成事業補助

・商業活性化対策事業 ……150万円

・中小企業振興事業補助金 ……325万円

・中小企業経営安定資金融資預託金

 ……3億3,000万円

・中小企業経営安定資金利子補給 ……100万円

・  中小企業経営安定資金融資信用保証料

助成 ……450万円

★駐車場事業 ……2,358万円

③地場産品を使った赤穂の魅力を創出する

・地産地消推進事業 ……138万円

　 ▽稲作体験農園設置事業委託ほか

★地場産業育成事業 ……97万円

・農林水産物直売所設置支援事業 ……176万円

　 ▽地場産品販売施設設置事業補助ほか

・赤穂ブランド推進事業 ……53万円

★しおブランド化推進事業 ……340万円

　 ▽梅塩等製造・成分分析経費ほか

④農業・漁業を活性化する

・水田利用振興事業 ……729万円

・野生動物対策事業 ……1,635万円

・環境保全型農業支援事業 ……64万円

・人・農地問題対策支援事業 ……762万円

・経営体育成支援事業 ……375万円

・新規就農総合支援事業 ……525万円

・農村地域活性化推進事業 ……100万円

・農地現状調査事業 ……283万円

・農地・水保全管理事業 ……4,460万円

・漁業振興安定対策事業 ……576万円

・土地改良事業補助 ……2,520万円

・農業用施設整備事業 ……2,051万円

　  ▽揚水機場・排水機場整備、かんがい

排水改良、老朽ため池整備ほか

・基幹水利施設ストックマネジメント事業

 ……1,500万円

・農村地域防災減災事業 ……1,129万円

★農業基盤整備促進事業 ……1,400万円

　 ▽樋門改修

・土地改良施設維持管理適正化事業

 ……350万円

⑤観光の振興を図る

・義士祭奉賛会補助金 ……2,450万円

・入湯税引当観光振興事業補助金

 ……2,009万円

・観光アクションプログラム推進事業

 ……1,587万円

　  ▽観光キャンペーン事業（250万円） ▽

観光協会事業補助（397万円） ▽観光イ

ベント等補助（374万円） ▽観光ボラン

ティアガイド育成事業（15万円） ★観光

客おもてなし事業（435万円） ▽広域観

光推進事業（66万円） ▽ＪＲ赤穂線沿線

地域活性化連絡会議負担金（50万円）

・観光施設整備事業 ……1,170万円

　 ▽観光案内看板整備ほか

⑥就労環境を充実する

・高年齢者就業機会確保事業

 ……1,206万円

・雇用促進セミナー等事業 ……34万円

・勤労者住宅資金融資預託金

 ……3,000万円

多様な交流を推進する

①近隣市町村との広域連携を進める

・定住自立圏構想推進経費 ……510万円

②特色ある地域間交流を進める

・義士親善友好都市交流事業 ……191万円

・文化交流事業 ……64万円

　 ▽地域間文化交流事業（山鹿市ほか）

・姉妹都市交流事業 ……30万円

③国際理解を深める

★国際交流推進事業 ……344万円

　  ▽ロッキングハム市姉妹都市締結20周

年事業ほか

・グローバル化教育推進事業

 ……2,446万円

　  ▽ ロッキングハム市への中学生、中

学校教員の派遣・交流 ▽外国人講師

による英語教育（小学校1名、中学校2

名） ▽国際理解サポーターの配置 ▽

ロッキングハム市　小学生作品交流

　★アートマイル推進事業

④定住を促進する

・定住支援推進事業 ……4,920万円

　  ▽転入者定住支援金 ▽新婚世帯家賃

助成▽若者世帯住宅取得支援金 ▽お

試し暮らし住宅事業ほか

・東京あこうのつどい開催経費

 ……221万円

交流基盤を整備する

①公共交通の利便性を確保する

・市内循環バス運行事業 ……1,295万円

・デマンドタクシー運行事業 ……182万円

②利便性の高い道路網を構築する

・都市計画道路変更事業 ……400万円

★  相生・赤穂広域幹線道路整備促進協議

会経費 ……12万円

・都市計画街路事業 ……1億470万円

・生活道路整備 ……5億2,940万円

地域情報化を推進する

①地域情報化を推進する

・高度情報化推進事業 ……8,970万円

・事務改善経費 ……2,155万円

・戸籍事務電算化事業 ……2,344万円

・市例規集情報化推進事業 ……590万円

・情報教育推進事業 ……1億1,077万円

・図書館情報化システム事業

 ……1,397万円

・議会情報化推進事業 ……351万円

・情報基盤整備事業 ……4,110万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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を
用
い
た
効
果
的
な
授
業
づ
く

り
の
実
践
な
ど
、
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
園
づ
く
り
と
し
て
は
、
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
、「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」推
進
事

業
、
環
境
体
験
事
業
や
中
学
生

地
域
貢
献
活
動
推
進
事
業
な
ど

を
通
し
て
地
域
と
の
絆
を
深
め
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
園
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
若

い
力
の
健
全
育
成
と
し
て
は
、

青
少
年
育
成
推
進
委
員
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や「
心
の
教

室
相
談
員
」の
配
置
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣

に
よ
る
教
育
相
談
活
動
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
小
・

中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
実

施
設
計
の
ほ
か
、
プ
ー
ル
改
修

な
ど
に
よ
り
教
育
環
境
の
改
善

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
に
お
け
る
３

歳
児
保
育
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
、
必
要
な
園
舎
に
つ
い
て

増
改
築
等
の
実
施
設
計
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
東

備
西
播
定
住
自
立
圏
形
成
推
進

協
議
会
や
播
磨
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
を
は
じ
め
、
西
播
磨
市

町
長
会
、
兵
庫
・
岡
山
両
県
境

隣
接
市
町
村
地
域
振
興
協
議
会

を
通
じ
て
、
近
隣
市
町
村
と
の

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、

笠
間
市
及
び
山
鹿
市
と
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を
通

じ
た
姉
妹
都
市
交
流
を
は
じ

め
、
全
国
の
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の

自
治
体
と
の
交
流
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

　

国
際
理
解
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
姉
妹
都
市
締
結
20

周
年
を

迎
え
る
ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ
ム
市
と

の
交
流
を
、
国
際
交
流
協
会
と

連
携
し
て
深
め
る
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
の
一
環
と

し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
も
連
携
し
た

国
際
理
解
教
育
や
国
際
理
解
サ

ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
を
継
続
実
施

す
る
ほ
か
、
ア
ー
ト
マ
イ
ル
推

進
事
業
を
充
実
す
る
な
ど
、
人

材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

定
住
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

お
試
し
暮
ら
し
住
宅
で
赤
穂
の

生
活
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
新
婚
世
帯
へ
の
家
賃

助
成
や
転
入
者
定
住
支
援
金
、

若
者
世
帯
住
宅
取
得
支
援
金
な

ど
、
多
様
な
助
成
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
本
市
へ
の
移
住
・
定

住
の
促
進
と
市
内
経
済
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
確
保
と
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
市
内
循

環
バ
ス
「
ゆ
ら
の
す
け
」
や
圏
域

バ
ス
「
て
い
じ
ゅ
う
ろ
う
」
及
び

有
年
地
区
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
「
う
ね
・
の
り
愛
号
」

と
の
連
携
運
行
を
継
続
実
施

し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
交

通
体
系
を
確
保
し
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
塩
屋
野
中
線
や
御
崎
加
里

屋
線
の
歩
道
改
良
事
業
の
ほ

か
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
く
新
赤
穂
大
橋
の
修
繕

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
と
し

て
は
、
赤
穂
大
橋
線
に
係
る
用

地
買
収
や
物
件
移
転
補
償
な
ど

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
号
や
国
道

２
５
０
号
な
ど
広
域
幹
線
道
路

の
整
備
促
進
及
び
事
業
化
に
つ

い
て
は
、
関
係
自
治
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き

国
、
県
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

　

行
政
事
務
の
情
報
化
に
つ
い

て
は
、
本
年
７
月
か
ら
開
始
さ

れ
る
国
・
地
方
を
通
じ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
情
報
連

携
に
よ
り
、
行
政
事
務
の
一

層
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
県
と
共
同
で
高
度
な
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
う
な

ど
、
個
人
情
報
保
護
対
策
に
も

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報

教
育
を
推
進
し
、
授
業
の
活
性

化
や
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
振
興
基
本
計
画（
赤
穂

教
育
プ
ラ
ン
）に
基
づ
き
、「
夢
を

育
む
教
育
」
の
創
造
を
め
ざ
し
、

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
幼
児
を
持
つ
家
庭
や
地

域
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
幼
児
の「
生
き
る
力
」
の
基

礎
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の
発

達
や
特
性
に
応
じ
た
、
き
め
細

や
か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
研
修
会
等
を
通
し
た
教
職

員
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
を

図
り
、
基
礎
的
・
基
本
的
内
容

を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
な
ど
、

学
力
向
上
を
め
ざ
す
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
勤

労
観
・
職
業
観
を
醸
成
し
、
将

来
へ
の
夢
や
希
望
を
育
む
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
に
取
り
組
む

ほ
か
、
人
権
教
育
・
道
徳
教
育

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

救
急
救
命
や
防
災
教
育
な
ど
を

通
じ
て
命
を
大
切
に
す
る
教
育

を
進
め
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
自
主
的
・
主
体

的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る

施
策
と
し
て
は
、
市
内
中
学
校

生
徒
会
を
中
心
と
す
る
生
徒
交

流
会
の
実
施
や
、
児
童
生
徒
交

流
会
の
開
催
を
通
し
て
、
各
学

校
の
取
り
組
み
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学

習
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

学
習
支
援
教
員
を
配
置
し
て
個

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
特
別
支
援
教
育
指
導

補
助
員
の
活
用
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

多
様
な
交
流
の
推
進

交
流
基
盤
の
整
備

地
域
情
報
化
の
推
進

生
涯
に
わ
た
り

夢
を

育
む

ま
ち
づ
く
り

第

４
の
柱

教
育
環
境
の
整
備

生涯にわたり夢を育むまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

教育環境を整える

①幼児・義務教育を充実する

・新教育課程研究推進事業ほか

 ……149万円

・教育研究所経費 ……105万円

・コミュニティ・スクール推進事業

 ……55万円

・命を守る教育推進事業 ……30万円

・キャリア教育推進事業 ……127万円

・子どものちから応援事業 ……121万円

・心いきいき推進事業 ……1,193万円

　  ▽不登校児童生徒防止のための総合的

対応

　★スクールソーシャルワーク推進事業

・児童生徒交流会推進事業 ……71万円

・基礎学力向上推進事業 ……12万円

・グローバル化教育推進事業

 ……［再掲2,446万円］

・コンピュータＣＡＩ研究奨励事業

 ……221万円

・地域サポート安全対策事業

 ……[ 再掲149万円 ]

★学習支援教員配置事業 ……570万円

　 ▽学習支援教員2名により実施

・情報教育推進事業

 ……［再掲1億1,077万円］

・読書指導の振興と図書整備事業

 ……502万円

・幼稚園預かり保育事業 ……4,630万円

・幼稚園未就園児保育事業 ……45万円

・3歳児保育調査研究事業 ……28万円

・放課後子ども教室推進事業 ……231万円

★保育料軽減事業（幼稚園） ……101万円

・学校給食モニタリング事業 ……23万円

★学校給食食育推進事業 ……20万円

　  ▽食育（完食）コンテスト ▽学校給食

メニュー親子料理教室ほか

・防虫対策事業 ……20万円

・食中毒対策事業 ……55万円

・デジタルテレビ整備事業 ……785万円

・大規模改造事業 ……2,050万円

・坂越中学校整備事業 ……3,000万円

★3歳児保育施設等整備事業 ……700万円

　 ▽園舎改修等実施設計（7園）

・給食センター整備事業 ……2,230万円

②特別支援教育を充実する

・特別支援教育推進事業 ……2,140万円

・特別支援教育事業（9幼稚園）

 ……2,500万円

③信頼される学校園づくりを進める

・教育委員会だより等発行事業 ……50万円

・「トライやる・ウイーク」推進事業 ……352万円

・環境体験事業 ……175万円

・中学生地域貢献活動推進事業 ……40万円

④若い力を健全に育成する

・青少年健全育成推進事業 ……216万円

生涯学習・スポーツ活動を推進する

①生涯学習を充実する

・生涯学習推進専門員設置事業（1名）

 ……186万円

・子育て学習活動推進事業 ……448万円

・まちの先生活用事業 ……18万円

・公民館活動の充実 ……742万円

・高齢者にやさしい公民館づくり事業

 ……100万円

・図書館事業の普及 ……3,270万円

・公民館整備事業 ……2,000万円

・市民会館整備事業 ……2,840万円

②スポーツ活動を推進する

・市民総合体育館及び城南緑地運動施設等

 ……6,180万円

・体育振興事業（体育協会補助金ほか）

 ……197万円

・スポーツ先進都市推進事業

 ……300万円

・忠臣蔵旗少年剣道大会（第29回）

 ……230万円

・近畿高等学校剣道選抜大会（第11回）

 ……100万円

・赤穂義士杯青少年柔道大会（第11回）

 ……100万円

・  赤穂義士旗争奪親善ゲートボール大会

（第22回） ……5万円

・坂越湾ヨットレース（第8回） ……10万円

・赤穂シティマラソン大会開催経費（第7回）

 ……1,700万円

・  赤穂市長旗争奪少年野球大会開催経費

（第4回） ……25万円

★  第72回国民体育大会剣道競技近畿ブロ

ック大会 ……100万円

・体育施設整備事業 ……2,930万円

・野外活動センター整備事業 ……250万円

★耐震対策補強事業 ……1,000万円

　  ▽市民総合体育館（非構造部材耐震対

策工事）

個性ある地域文化を創造する

①歴史・伝統文化を継承し活用する

・地域文化財調査事業 ……1,040万円

　★地域伝統文化保存事業補助ほか

・市史等編さん事業 ……730万円

・文化財保存顕彰事業 ……20万円

・文化財普及活用事業 ……196万円

・文化財公開活用事業 ……442万円

★地域資源ＰＲ事業 ……60万円

　 ▽赤穂コールドロンＰＲ動画作成

・赤穂城跡整備事業 ……2,420万円

・赤穂城跡公園整備事業

 ……［再掲4,080万円］

・埋蔵文化財調査事業 ……960万円

・文化財施設整備事業 ……2,400万円

・民俗資料館整備事業 ……900万円

・歴史博物館整備事業 ……340万円

★海洋科学館整備事業 ……3,070万円

　 ▽Ｑ＆Ａコーナー改修

　 ▽コールドロン3Ｄ模型設置

　 ▽塩の国かん水タンク設置ほか

・田淵記念館整備事業 ……345万円

②文化芸術活動を推進する

・  文化会館自主事業助成（文化とみどり

財団補助） ……2,383万円

・赤穂国際音楽祭開催事業 ……1,400万円

・文化会館整備事業 ……2,682万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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な
お
、
文
化
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
や

市
民
文
化
祭
、
美
術
展
な
ど
を

開
催
す
る
ほ
か
、
児
童
合
唱
団
、

勤
労
者
芸
術
文
化
振
興
事
業
な

ど
の
市
民
活
動
に
対
し
て
も
支

援
を
行
い
ま
す
。

　　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
多

様
化
・
高
度
化
し
増
大
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
の
諸
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
企
業
や
各
種
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
等
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
政
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
個
人
情
報

保
護
条
例
や
情
報
公
開
条
例
の

適
正
な
運
用
に
努
め
る
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
様
々
な

情
報
媒
体
の
有
効
活
用
を
図

り
、
情
報
の
共
有
化
を
深
め
る

と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
や
審
議
会
等
委
員
の

公
募
な
ど
、
市
民
参
加
の
機
会

を
引
き
続
き
設
け
ま
す
。

　

行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
広
報
あ
こ
う
や
早
か
ご
セ

ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
動
画
配
信
に

よ
る
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、

よ
り
充
実
し
た
広
報
活
動
を
行

い
ま
す
。
ま
た
市
長
が
直
接
、

市
政
の
状
況
や
主
な
施
策
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
課
題
や
行
政
へ
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
ま
ち
づ
く
り
市

長
懇
談
会
を
引
き
続
き
実
施
す

る
な
ど
、
開
か
れ
た
市
政
を
推

進
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
赤
穂
市
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
や
赤

穂
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
全
庁
的
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
地
区
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
、

各
地
区
に
お
け
る
自
発
的
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
環
境
は
、
基
金

を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
健
全

で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
倫
理
観

の
も
と
、
危
機
管
理
能
力
や
コ

ス
ト
意
識
、
経
営
感
覚
と
と
も

に
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

行
動
力
を
身
に
つ
け
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
職
員
の
能
力
と

業
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
制

度
の
推
進
や
研
修
内
容
の
充
実

に
よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の

倫
理
観
や
資
質
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
適
材
適
所
と
適
正

配
置
に
留
意
し
な
が
ら
、
市
民

本
位
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
業
務
の
適
正
化
の
両
立
に
努

め
ま
す
。

　

今
後
も
、
厳
し
い
行
財
政
環

境
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
、〝
将
来
に
向
け
て
責
任
あ

る
行
政
を
〞
と
い
う
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
方
々

と
の
対
話
を
通
じ
て
オ
ー
ル
赤

穂
市
の
体
制
を
と
り
、
皆
さ
ま

と
協
働
し
て
市
政
の
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
格
段
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
と

行
政
が

と
も
に

歩
む

ま
ち
づ
く
り

第

５
の
柱

市
民
と
の
協
働

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

　　

中
央
公
民
館
や
各
地
区
公
民

館
を
拠
点
と
し
て
、
体
系
的
な

生
涯
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
子
ど
も
教
室
な
ど
の

各
種
講
座
を
引
き
続
き
開
催
す

る
ほ
か
、
自
ら
の
経
験
や
学
習

で
得
た
専
門
的
な
知
識
、
技
術
、

技
能
を
持
っ
た
「
ま
ち
の
先
生
」

に
、
広
く
活
躍
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
学
習
活
動
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
悩
み
相

談
の
充
実
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ

の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
各
地

区
公
民
館
で
の
子
育
て
出
前
講

座
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
市
民

会
館
や
地
区
公
民
館
に
お
け
る

設
備
更
新
工
事
や
備
品
整
備
を

実
施
す
る
な
ど
、
生
涯
学
習
の

環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
赤
穂

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
絵
本
講
座
や
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど
の
読

書
活
動
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
電
子
書
籍
の
充
実
や
ブ
ッ

ク
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
よ

り
、
読
書
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
最
大

限
に
活
か
し
な
が
ら
、
赤
穂
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
く

事
業
を
効
率
的
・
効
果
的
に
実

施
し
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
活
動
の
場
と
機
会
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
体
育
協
会
や
関
係
ス

ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
民
総
合
体
育
祭
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
な
ど
を

支
援
す
る
ほ
か
、
地
域
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

交
流
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
忠
臣
蔵
旗
少
年
剣
道
大
会

や
赤
穂
義
士
杯
青
少
年
柔
道
大

会
、
市
長
旗
争
奪
少
年
野
球
大

会
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
赤

穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
国

民
体
育
大
会
剣
道
競
技
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
、
坂
越
湾
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
な
ど
の
広
域
大
会
の
開

催
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
も
に
、
赤
穂
の
魅
力
と

活
気
あ
ふ
れ
る
忠
臣
蔵
の
ふ
る

さ
と
播
州
赤
穂
を
全
国
に
発
信

し
ま
す
。

　

施
設
整
備
と
し
て
は
、
市
民

総
合
体
育
館
に
お
け
る
非
構
造

部
材
耐
震
化
工
事
を
２
カ
年
計

画
で
実
施
す
る
ほ
か
、
地
区
体

育
館
や
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

歴
史
資
源
の
保
全
・
整
備
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
保
存
整
備

事
業
と
し
て
、
赤
穂
城
跡
の
二

之
丸
石
垣
の
整
備
や
埋
蔵
文
化

財
調
査
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、

文
化
財
施
設
整
備
と
し
て
、
東

有
年
・
沖
田
遺
跡
公
園
内
復
元

住
居
の
屋
根
葺
替
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

歴
史
・
伝
統
文
化
の
保
存
・

活
用
に
つ
い
て
は
、
図
説
赤
穂

市
史
の
編
集
や
赤
穂
史
百
話
の

発
刊
の
ほ
か
、
新
た
に
地
域
の

祭
り
な
ど
伝
統
文
化
の
調
査
・

保
存
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
本
市
の
歴
史
資
源
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
引
き
続
き
「
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
に

取
り
組
む
な
ど
、
文
化
財
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

海
洋
科
学
館
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
東
備
西
播
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
展

示
機
器
等
の
更
新
を
行
う
と
と

も
に
、
赤
穂
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
を

視
覚
的
に
実
感
で
き
る
３
Ｄ

模
型
を
新
た
に
設
置
す
る
ほ

か
、
製
塩
作
業
の
効
率
化
に
必

要
な
、
か
ん
水
用
タ
ン
ク
を
設

置
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
い

ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
文
化
会
館
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
る
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、
佐
渡

裕
氏
率
い
る
兵
庫
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
公
演

や
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な

ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
市
民

参
加
型
事
業
と
し
て
、
吹
奏

楽
・
金
管
バ
ン
ド
の
祭
典
や
能

楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
教
室
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
吹
奏
楽
教
室
を
継
続

す
る
な
ど
、
芸
術
文
化
活
動
の

振
興
と
奨
励
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

個
性
あ
る
地
域
文
化
の
創
造

市民と行政がともに歩むまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

市民との協働を推進する

①開かれた市政を推進する

・高等教育機関連携推進事業

 ……20万円

②市民と行政の情報共有化を進める

・広報の充実 ……1,058万円

・  情報公開・個人情報保護等推進経費

 ……89万円

・ホームページ運営経費 ……260万円

・窓口発ふるさと赤穂ＰＲ事業

 ……22万円

　 ▽婚姻記念写真ほか

③男女共同参画社会を築く

・男女共同参画社会づくり推進事業

 ……207万円

多様なコミュニティ活動を活性化する

①  多様なコミュニティ活動を活性化

する

・まちづくり振興協会補助金

 ……2,668万円

・地区まちづくり支援事業 ……778万円

・集会施設設置事業 ……1,732万円

・コミュニティセンター等整備事業

 ……45万円

健全で効率的な行財政運営を行う

①健全で効率的な行財政運営を行う

・高度情報化推進事業

 ……［再掲8,970万円］

・事務改善経費 ……［再掲2,155万円］

・戸籍事務電算化事業

 ……［再掲2,344万円］

・個人番号カード交付事業

 ……1,044万円

・市例規集情報化推進事業

 ……［再掲590万円］

・情報基盤整備事業

 ……［再掲4,110万円］

・固定資産評価資料作成事業

 ……1,855万円

・徴収対策事業 ……1,185万円

・入札事務改善経費 ……89万円

・行政評価推進事業 ……34万円

・指定管理者選定委員会開催経費

 ……14万円

★行政改革推進事業 ……36万円

　 ▽第8次行政改革推進委員会の設置

・ふるさとづくり寄付金推進事業

 ……1,259万円

・総合戦略推進事業 ……22万円

・市議会議員選挙 ……2,830万円

　 ▽平成29年4月8日　任期満了

★兵庫県知事選挙 ……2,280万円

　 ▽平成29年7月31日　任期満了

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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子育て支援情報システム事業

事業費 245万円

　一般財源 245万円

事業費 685万円

　一般財源 685万円

坂越駅周辺地区都市再生整備事業

事業費 1億1,160万円

　国庫支出金 2,170万円

　市債 7,550万円

　一般財源 1,440万円

有年駅周辺地区都市再生整備事業

事業費 4億6,420万円

　国庫支出金 1億8,520万円

　市債 2億4,940万円

　一般財源 2,960万円

事業費 1億9,080万円

　国庫支出金 5,720万円

　市債 1億1,720万円

　一般財源 1,640万円

保育料軽減事業

事業費 474万円

　県支出金 283万円

　一般財源 191万円

市民病院整備事業（第二期基本構想の推進）

事業費 10億2,198万円

　国庫支出金 796万円

　市債 9億3,830万円

　一般財源 7,572万円

赤穂コールドロンＰＲ関連事業

道路橋梁新設改良事業

写真で見る予算写真で見る写真で見る予算予算

　わたくしたちの赤穂市は、播磨灘と千種川の清流にはぐくまれ、古い

歴史と伝統をもつ、義士発祥のまちです。

　このまちを愛するわたくしたちは、誇りと責任をもち、自然と調和のある豊

かで希望にみちたふるさとづくりをめざし、ここに市民憲章を定めます。

１．自然と歴史を大切にし、美しいまちをきずきます。

１．教養を高め、文化の向上につとめます。

１．健康で働き、明るい家庭をつくります。

１．互いに助け合い、愛の輪をひろげます。

１．きまりを守り、秩序ある生活をおくります。

市 民 憲 章

　子育て支援サービスの情報提供や、感染症情報など緊急性を

要する情報の配信に加え、乳幼児の予防接種通知機能等により、

引き続き子育て支援情報システムの充実を図ります。

　駅周辺を中心とした居住空間向上と都市機能の充実を図るた

め、周辺道路築造工事などを引き続き実施し、歴史文化遺産と

共生した安全・安心な都市の構築を推進します。

　昨年、赤穂市を中心とする一帯が後期白亜紀の火山噴火で出

来た国内最大級のカルデラであることが分かり『赤穂コールド

ロン』と命名されました。赤穂が誇る地域資源として、広くＰ

Ｒを実施します。

　保育所や幼稚園等の保育料について、国の基準より低い金額

を維持するとともに、第２子からの保育料を一部補助すること

により、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ります。

　塩屋野中線外の歩道リニューアル工事等を実施し、通学路

など生活道路における市民生活の安全性・利便性の向上を図り

ます。

　新棟の増築工事を進めるとともに、集中治療室の増床や手術

室の改修など本館の改築工事に着手するほか、最新医療機器の

整備を図ります。

　ＪＲ坂越駅周辺の道路整備と合わせ、観光で来られた方々が

活用できるレンタサイクル場の整備等を行い、歴史的な街並み

を活かした観光振興を推進します。


